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パラメーター五を持つLax形式
                 a（2・1）      af（力十五m）一［力十五m，ろ一亙mエ1
を考える．ここで，［λ，3］≡λB－3λであるものとする．亙Oの係数，亙1の係数を考えることにより
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            a            a           7力＝［〃1・  7m＝［m・6］一［力，m工1
                       aを得る．容易にわかるように石2の係数はOである  m＝Oであることにより                       励
                      エー1                   あF一Σ力舳
                      島＝O
を得る．したがって，（2．1）式は（1．1）及び（1．2）式を特殊た場合としてふくむ．
                 a m行m列の正方行列工とλによりaオユ＝［工，刈たるLax形式を考える このとき
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乱流の粗視北
岡 崎   卓
 1．粗視化速度の導入
 複雑な速度変動を呈する流体運動の統計量が満たす方程式を見出すことは，乱流理論の中心課題であ
るが，求める統計量のみで閉じているという閉結性と，現在の解析的あるいは数値的手段で解き得る構
造をもつ一という可解性を備えた方程式の構成は，運動方程式の非線型性に災いされ，乱流研究の長い歴
史にもかかわらず，未だ十分た解決を見ていない．
 先に平均速度と速度相関関数を定める閉じた方程式系を提案したが＊，この方程式に含まれる時問進行
作用素は，いわば運動方程式の解核に相当し，その値を求めることは複雑に発展する速度場そのものを
追跡することと同義であり，非常に困難である．通常の繰り込み法による近似表現は可能であるが，多
くの解析的近似理論と同様，可解性を欠く方程式が書き下されるにすぎない．
 非可解性の原因が流体運動の忠実な追跡にあるたらば，流体運動を大筋として追う見地に立てばよい．
即ち，流体の各点での速度ではなく，微小領域の代表的速度によって乱流を把握するわけである．この
代表速度は流体を大まかに眺めた場合の速度であるから，以下粗視化速度と呼ぶ．粗視化速度として，例
えば実速度に誤差関数のフィルターをかけたものを揺れば，その時間変動は実速度の変動に比べて緩い
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